
１

学
生
部
　
委
員

清
水
　
国
朝

「
信
仰
の
灯
を
心
に
持
ち
続
け
る
た
め
に
」

立教177年　学生担当委員会　活動方針
『おたすけの喜びを学生に！』～あらきとうりよう・みちのだいとして共に育とう～

 

　
「
私
は
天

理
教
を
信
仰

し
て
い
る
学

生
で
す
！
」

　
学
修
大
学

の
部
な
ど
で
幾
度
と
な
く
聞
く
、
路

傍
講
演
の
最
初
の
言
葉
。
聞
き
な
れ

た
こ
の
言
葉
を
新
鮮
な
響
き
で
聞
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
昨
年
、

と
あ
る
教
区
で
開
催
さ
れ
た
大
学
生

向
け
の
行
事
で
の
こ
と
で
す
。

　
学
生
た
ち
が
自
ら
企
画
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
メ
イ
ン
は
、
神
名
流
し
と

路
傍
講
演
。
一
泊
二
日
の
行
事
初
日
、

夜
の
一
コ
マ
、
参
加
者
た
ち
は
皆
、

真
剣
に
、
路
傍
講
演
の
原
稿
作
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
一
人

の
女
子
学
生
に
話
を
聞
く
と
、
「
明

日
が
楽
し
み
！
」
と
満
面
の
笑
み
。

彼
女
は
学
修
大
学
の
部
で
初
め
て
経

験
し
た
神
名
流
し
や
路
傍
講
演
に
や

り
が
い
を
感
じ
、
そ
れ
以
来
、
地
元

で
も
同
じ
よ
う
に
、
に
を
い
が
け
で

き
る
機
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
の

で
し
た
。

　
翌
日
、
前
夜
の
言
葉
ど
お
り
に
、

イ
キ
イ
キ
と
し
て
本
当
に
楽
し
そ
う

な
彼
女
の
姿
か
ら
は
、
良
い
に
を
い

が
香
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
街
で
一

番
繁
華
な
場
所
で
も
臆
す
る
こ
と
な

く
、
声
高
ら
か
に
よ
ろ
づ
よ
八
首
を

奉
唱
し
、
ま
た
道
行
く
人
々
に
、
自

信
を
持
っ
て
思
い
を
伝
え
る
姿
。
お

ぢ
ば
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で
目
に
し

た
そ
の
光
景
に
、
新
鮮
な
感
動
を
受

け
ま
し
た
。

 

「
近
頃
の
若
い
者
は
」
と
は
、
大
人

が
若
者
を
評
す
る
と
き
の
定
番
の
台

詞
で
す
が
、
ま
っ
た
く
反
対
の
意
味

で
「
近
頃
の
若
い
者
は
」
と
思
わ
ず

唸
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
信
仰
の
拠
り
ど
こ
ろ
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
お
ぢ
ば
で
す
。

そ
の
お
ぢ
ば
で
学
び
得
た
こ
と
を
地

元
で
行
い
日
常
に
生
か
し
、
そ
し
て

ま
た
、
お
ぢ
ば
へ
と
心
を
寄
せ
る
こ

と
は
、
理
想
の
形
で
す
が
、
「
言
う

は
易
く
行
う
は
難
し
」
。
日
常
の
中
で
、

信
仰
の
灯
を
心
に
持
ち
続
け
る
こ
と
は
、

学
生
た
ち
に
と
っ
て
簡
単
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
学
の
た
め
に
親

元
や
教
会
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
多
い

大
学
生
な
ら
な
お
さ
ら
で
す
。
そ
ん

な
彼
ら
の
た
め
に
、
冒
頭
に
紹
介
し
ま

し
た
行
事
「
大
学
生
の
集
い
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

＆
Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
」
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
が
企
画
す
る
の
で
、
ユ
ニ
ー

ク
で
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
、

初
め
て
の
参
加
で
も
す
ぐ
に
仲
間
に

と
け
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
＆
Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
」
は
、
同
年
代
の

友
と
存
分
に
語
り
合
い
、
に
を
い
が

け
や
ひ
の
き
し
ん
を
通
し
て
、
自
分

の
心
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
互
い
に

刺
激
し
あ
い
、
信
仰
を
深
め
る
場
。

そ
こ
で
得
た
経
験
や
人
と
の
つ
な
が

り
は
、
一
生
の
宝
物
に
な
り
ま
す
。

　
道
の
将
来
を
担
う
彼
ら
が
、
学
生

の
う
ち
に
、
一
つ
で
も
多
く
の
宝
物

を
得
て
、
心
豊
か
な
人
生
を
歩
め
る

よ
う
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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・
岐
美
　
　
6
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
350
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
谷
委
員
出
向

・
北
洋
　
　
6
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
103
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
網
島
　
　
6
月
22
日
　
分
教
会
　
　
　
　
32
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
岡
副
委
員
長
出
向

・
兵
神
　
　
6
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
350
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
堺
　
　
　
6
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
委
員
出
向

・
西
宮
　
　
6
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
江
委
員
出
向

・
蒲
生
　
　
6
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
60
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
委
員
出
向

・
中
野
　
　
6
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
120
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
委
員
出
向

・
此
花
　
　
6
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
170
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
委
員
出
向

・
岡
山
　
　
6
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
160
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
降
委
員
出
向

・
五
條
　
　
6
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
90
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
出
向

・
明
和
　
　
6
月
24
日
　
大
教
会
　
　
　
　
115
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
治
道
　
　
6
月
24
日
　
大
教
会
　
　
　
　
124
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
八
木
　
　
6
月
24
日
　
大
教
会
　
　
　
　
200
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
降
委
員
出
向

《
立
教
177
年
6
月
25
日
付
》

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
渡
辺
敏
郎
　
（
筑
紫
）

・
北
嶋
正
直
　
（
高
松
）

・
松
山
勇
一
　
（
江
州
）

《
立
教
177
年
6
月
30
日
付
》

【
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
退
職
者
】

・
大
西
信
敬
（
北
・
竹
肥
佐
）

《
立
教
177
年
6
月
16
日
～
立
教
177
年
7
月
15
日
》

6
月
16
日
　
委
員
会
　
人
材
育
成
部
部
会

　
　
　
　
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

　
　
17
日
　
委
員
会
　
学
生
連
絡
会

　
　
　
　
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
19
日
　
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議
　
　

　
　
20
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
納
品

　
　
21
日
　
事
務
局
連
絡
会

　
　
23
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
梱
包

　
　
24
日
　
学
修
高
校
の
部
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
前
研
修
会
（
～
25
日
）

　
　
25
日
　
例
会
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
勉
強
会

　
　
26
日
　
研
修
会
チ
ー
ム
会
議
　

　
　
　
　
　
出
版
部
会

　
　
27
日
　
ビ
デ
オ
チ
ー
ム
会
議

7
月
1
日
　
教
祖
130
年
祭
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
　
　
　
春
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
2
日
　
要
員
育
成
室
会
議

　
　
3
日
　
学
生
部
部
会
　

　
　
　
　
　
学
生
連
絡
会

　
　
7
日
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
新
刊
本
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
明
日
の
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
会
議

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
8
日
　
委
員
会
　
出
版
部
部
会

　
　
　
　
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
春
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

　
　
9
日
　
学
修
大
学
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
広
報
室
会
議

　
　
11
日
　
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

学生担当者報
立教１７７年７月２５日

　８

業
務
記
録

人
事

葛曷

吉吉吉吉吉



学生担当者報
立教１７７年７月２５日

２

学生担当者報
立教１７７年７月２５日

３

学
生
生
徒
修
養
会
高
校
の
部
　
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
　
開
催
報
告

学
修
本
期
間
に
向
け
て
ス
タ
ッ
フ
が
真
剣
に
研
修
を
行
い
理
づ
く
り
を
誓
い
合
う

　
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
、
本
部
第

十
二
母
屋
と
第
三
十
八
母
屋
を
会
場
に
、
学
生
生
徒
修

養
会
高
校
の
部
ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会
を
開
催
し
、
総

数
四
五
七
名
（
内
、
初
参
加
者
が
百
三
十
四
名
）
の
ス

タ
ッ
フ
が
、
八
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
本
期
間
に

備
え
て
研
修
に
励
み
ま
し
た
。

　
昨
年
、
こ
の
研
修
会
は
六
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
年
は
二
十
八
日
、
二
十
九

日
が
「
教
祖
百
三
十
年
祭
よ
う
ぼ
く
の
集
い
」
の
開
催

期
間
の
最
終
の
土
日
曜
日
に
あ
た
り
、
多
く
の
会
場
で

集
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
日
程
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
初
日
の
午
前
、
各
母
屋
で
受
付
を
済
ま
せ
、
寮
別
タ

イ
ム
を
終
え
た
後
、
第
三
十
八
母
屋
九
階
大
広
間
に
集

合
し
、
開
講
式
に
臨
み
ま
し
た
。
開
講
式
で
挨
拶
に
立

た
れ
た
表
統
領
上
田
嘉
太
郎
先
生
は
、
「
教
祖
百
三
十

年
祭
よ
う
ぼ
く
の
集
い
」
の
ビ
デ
オ
に
も
触
れ
つ
つ
、

学
修
で
多
感
な
高
校
生
た
ち
の
世
話
取
り
を
す
る
こ
と

は
、
若
い
人
た
ち
の
将
来
を
お
た
す
け
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
共
に
育
つ
こ
と
に
な
る
こ
の
御
用
を
、
り
と

責
任
感
を
持
っ
て
務
め
て
も
ら
い
た
い
旨
を
お
話
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
秋
岡
副
委
員
長
よ
り
挨
拶
と
寮
長
・
副
寮

長
・
校
舎
長
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
片
山
学
生

生
徒
修
養
会
部
部
長
よ
り
本
年
の
コ
ン
セ
プ
ト
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
チ
ー
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
係

員
の
服
装
に
つ
い
て
の
申
し
合
わ
せ
事
項
を
確
認
、
各

寮
や
係
に
分
か
れ
て
期
間
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
打
ち
合

わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
夕
方
に
は
、
第
二
食
堂
に
て
第
十
一
期
学
生
担
当
委

員
会
副
委
員
長
深
谷
德
重
先
生
よ
り
、
こ
れ
ま
で
学
生

層
育
成
に
携
わ
ら
れ
た
ご
経
験
、
ご
自
身
が
心
に
定
め

ら
れ
た
日
々
の
信
仰
実
践
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
学

修
に
向
か
う
上
で
心
す
べ
き
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
回
、
国
内
の
全
て
の
教
会
長
に

お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ
た
受
講
生
動
員
の
依
頼
文
書

の
配
付
準
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
を
通
し
て
、

各
教
会
か
ら
学
生
を
お
ぢ
ば
で
お
預
か
り
す
る
と
い
う

意
識
を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
も
、
寮
毎
で
の
研
修
が
行
わ
れ
、
本
期
間
に

向
け
て
備
え
て
お
く
べ
き
こ
と
を
学
ぶ
と
共
に
、
各
寮

の
寮
長
を
中
心
に
一
手
一
つ
に
心
を
揃
え
る
こ
と
に
努

め
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
の
閉
講
式
で
は
、
吉
川
委
員
長
よ
り
学
生

に
思
い
を
伝
え
る
上
で
は
日
々
の
理
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
き
と
う
り
よ
う
・
み
ち
の
だ
い
と

し
て
つ
と
め
る
我
々
ス
タ
ッ
フ
の
姿
か
ら
、
学
生
に
信

仰
の
喜
び
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
務
め
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
前
真

柱
様
が
ご
生
前
、
学
修
に
お
掛
け
下
さ
っ
た
親
心
に
お

応
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
で
務
め
る
こ
と
を

一
同
で
誓
い
合
い
ま
し
た
。

、
、
、

、
、
、
、

立教177年　教区担当者懇談会のご案内

日々は、学生層育成の上に変わらぬご丹精をいただき誠にありがとうございます。

さて、来る９月は例会に先立ち、「教区担当者懇談会」を下記の通り開催します。

教務ご多忙の折とは存じますが、是非ともご参加くださいますようお願い申し

上げます。

【期　　　日】　立教177年9月25日（木）

【時　　　間】　13時～19時30分（12時30分より受付）　

　　　　　　　　　※途中16時より例会

【会　　　場】　本部第12母屋

【対　　　象】　教区学生担当委員長、まなびば担当者、担当委員（計3名まで）

【内　　　容】　ねりあい、例会後会食等

【申　　　込】　参加申込票を8月25日（月）までにご提出ください。

　　　　　　　　※ＦＡＸ可（0743-62-5780）

　☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。

教区 開催日時 場所 担当者 電話番号

8月27日8時～29日18時
国立淡路

青少年交流の家

兵庫県立

但馬長寿の郷

矢野

香川

8月28日13時

　　　　～29日14時30分
三宅

8月29日13時～30日15時 教務支庁 久保

和歌山 8月30日12時～31日15時 教務支庁 木村

岡山 8月30日9時～31日18時
鳥取県立

大山青年の家
松井

「まなびば」開催会場一覧　《８月開催分》

※大阪は教区学生ひのきしん隊参加者及びおぢば管内高校生対象

兵庫
（但馬ブロック）

大阪
※下記参照





・
期
日
　
立
教
177
年
8
月
25
日

・
時
間
　
15
時
半
受
付
　
16
時
開
始

・
場
所
　
教
庁
四
階
講
堂

去
る
6
月
25
日
、
教
庁
4
階
講
堂
に
於
い
て
「
6

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は
38
教
区
、
120
直
属
。

【
教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
高
知
　
　
6
月
2
～
3
日
　
教
務
支
庁
40
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
委
員
出
向

・
山
形
　
　
6
月
3
日
　
教
務
支
庁
　
　
21
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
副
委
員
長
出
向

・
福
岡
　
　
6
月
4
日
　
教
務
支
庁
　
　
95
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
委
員
出
向

・
岐
阜
　
　
6
月
30
日
　
教
務
支
庁
　
　
10
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
江
委
員
出
向

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
阪
東
　
　
6
月
3
日
　
大
教
会
　
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
委
員
出
向

・
本
理
世
　
6
月
6
日
　
大
教
会
　
　
　
351
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
雨
龍
　
　
6
月
18
日
　
大
教
会
　
　
　
173
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
委
員
長
出
向

・
玉
島
　
　
6
月
20
日
　
大
教
会
　
　
　
225
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
副
委
員
長
出
向

・
淺
草
　
　
6
月
21
日
　
大
教
会
　
　
　
200
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
降
委
員
出
向

・
神
川
　
　
6
月
21
日
　
大
教
会
　
　
　
86
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
岡
副
委
員
長
出
向

・
笠
岡
　
　
6
月
21
日
　
大
教
会
　
　
　
252
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
江
委
員
出
向

・
都
賀
　
　
6
月
21
日
　
大
教
会
　
　
　
125
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
井
委
員
出
向

・
繁
藤
　
　
6
月
21
日
　
大
教
会
　
　
　
90
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
委
員
出
向

・
名
京
　
　
6
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
140
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
飾
東
　
　
6
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
250
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
副
委
員
長
出
向

・
御
津
　
　
6
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
220
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
委
員
出
向

学生担当者報
立教１７７年７月２５日

６

 

青
　
空

　
「
天
理
教
の
若
い
人
た
ち
が
踊
っ
て
い
た
け
ど
、
あ

れ
は
す
ご
い
ね
。
素
晴
ら
し
い
ね
」
と
近
所
の
方
か
ら

声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
京
都
の
四
条
河
原
町
で
、
学

生
生
徒
修
養
会
大
学
の
部
の
に
を
い
が
け
実
修
が
あ
り
、

そ
の
光
景
を
見
て
何
を
し
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
て
、

そ
の
方
は
直
接
学
生
に
声
を
掛
け
、
尋
ね
ら
れ
た
そ
う

で
す
。

　
教
祖
の
お
供
を
し
て
、
真
実
の
親
の
思
い
と
信
仰
の

喜
び
を
伝
え
た
い
と
、
往
来
で
勇
み
立
つ
大
学
生
の
姿

が
道
行
く
人
の
目
に
留
ま
り
、
心
に
響
い
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
私
の
信
仰
初
代
は
、
当
時
町
中
の
あ
ち
こ
ち
で
人
々

が
陽
気
に
勇
ん
で
お
て
ふ
り
の
練
習
を
す
る
光
景
に
興

味
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
根
本
を
知
り
た
く

て
お
ぢ
ば
に
帰
り
、
そ
の
場
で
教
え
に
感
銘
し
お
道
に

入
信
し
た
と
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
勇
ん
だ
姿
が
人
の
心
を
動
か
し
、
教
え
に
導
く
き
っ

か
け
と
な
り
、
お
た
す
け
に
つ
な
が
る
。

　
私
た
ち
よ
う
ぼ
く
が
、
常
に
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
、
改
め
て
学
生
に
気
付
か
せ
て
も
ら
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
前
越
乃
國
学
生
担
当
委
員
長
　
高
橋
秀
紀

学生担当者報
立教１７７年７月２５日

７

お
知
ら
せ

八
月
例
会

各
地
の
動
き

六
月
例
会

報
　
告

葛曷

「天理教学生会創立50周年記念式典」のご案内

本年は天理教学生会創立50年の節目にあたります。そこで、あらためて創立の思いを振

り返るとともに、教祖130年祭に向けて学生会員が一手一つに活動していくことを誓い

合う場として、下記の通り「天理教学生会創立50周年記念式典」を開催いたします。

つきましては、貴教区・直属学生のスタッフ層へ参加を勧めるとともに、担当者の方々

もご出席くださいますよう、ご案内申し上げます。

【期　　　日】　立教177年10月25日（土）

【時　　　間】　13：00～（受付12：30～）

【会　　　場】　おやさとやかた南右第二棟（陽気ホールほか）

【対　　　象】　各教区・直属学生スタッフ層、教区・直属担当委員、学生会ＯＢ等

【内　　　容】　・表統領祝辞　・学生会委員長挨拶　

　　　　　　　　・学生担当委員長挨拶　・ビデオ上映　

　　　　　　　　・学生による感話

　　　　　　　　・「教祖130年祭学生おぢばがえり大会」イメージソング発表

　　　　　　　　引き続き

　　　　　　　　・記念講演　本部員冨松幹禎先生　初代学生会委員長

　　　　　　　　・ふりかえり（学生のみ）

　　　　　　　　・誓いのおつとめ（東礼拝場）夕づとめに合わせて

担当者の方々は、記念講演終了後、教庁講堂で行われる10月例会（16時～）にご参加く

ださい。例会後、学生と共に誓いのおつとめをつとめて解散となります。

※会場周辺は大変混雑いたしますので、車でのご来場はご遠慮ください。


